
新
春
阿
山
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

新
春
阿
山
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

阿
山
運
動
公
園
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
1
/1
6
）
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●泉質：ナトリウムー塩化物・炭酸水素塩温泉（等張性・中性・温泉）

2月9日（水）OPEN

こ
の
温
泉
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
旧
島
ヶ
原
村
が
平
成
13
年
度

に
源
泉
調
査
、
平
成
14
年
度
か
ら

温
泉
掘
削
な
ど
を
行
い
、
平
成
16

年
４
月
26
日
か
ら
温
泉
施
設
の
建

設
工
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

い
よ
い
よ
２
月
９
日
に
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

温
泉
施
設
は
、「
水
（
川
）
と

緑
（
山
）
と
空
を
結
ぶ
天
空
の
温

泉
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、「
健
康

増
進
」「
地
域
活
動
」
の
２
つ
を

施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま

す
。
施
設
は
、
周
囲
の
景
観
や
既

存
施
設
と
緩
や
か
に
連
続
す
る
穏

や
か
な
和
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
色
の

重
な
り
に
よ
っ
て
四
季
を
表
現
し

「
温
浴
棟
」
と
「
健
康
づ
く
り
棟
」

「
特
産
品
加
工
施
設
」
の
３
つ
の

施
設
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
施
設
等
の
管
理
・
運
営

に
つ
い
て
は
、「
し
ま
が
は
ら
郷

づ
く
り
公
社
」
が
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

■
泉
質

ナ
ト
リ
ウ
ム
ー
塩
化
物
・
炭
酸

水
素
塩
温
泉
（
等
張
性
・
中
性
・

温
泉
）

ち
ょ
っ
と
難
し
そ
う
な
泉
質
名

で
す
が
、
要
す
る
に
温
泉
に
含
ま

れ
て
い
る
成
分
の
中
か
ら
（
具
体

的
に
は
20
％
以
上
の
物
質
を
指
し

ま
す
。）、
多
い
順
に
並
べ
て
泉
質

名
と
し
て
い
る
の
で
す
。

平平成成1177年年２２月月９９日日、、島島ヶヶ原原ふふれれああいいのの里里にに待待望望のの温温泉泉施施設設ががオオーーププンンししまますす。。
「「かかけけ流流しし源源泉泉風風呂呂」」やや「「展展望望露露天天風風呂呂」」「「ササウウナナ」」「「寝寝湯湯」」「「大大浴浴槽槽」」をを完完備備しし、、エエスステテ、、ママ
ッッササーージジももででききるる温温浴浴棟棟とと、、温温水水ププーールルややトトレレーーニニンンググ室室をを備備ええたた健健康康づづくくりり棟棟、、朝朝市市ももああ
るる特特産産品品加加工工施施設設かかららななっってていいまますす。。
ももちちろろんん、、食食事事はは美美ししいい自自然然がが展展望望ででききるる大大小小ささままざざままなな部部屋屋でで味味わわええまますす。。ままたた、、敷敷地地

内内でではは、、オオーートトキキャャンンププややデデイイキキャャンンププ、、水水遊遊びび、、テテニニスス、、ググラランンドドゴゴルルフフ、、パパタターーゴゴルルフフ
ななどど、、ささままざざままななレレジジャャーーがが楽楽ししめめまますす。。

ナ
ト
リ
ウ
ム
ー
塩
化
物
・
炭
酸

水
素
塩
温
泉
の
特
徴
は
、
肌
を
な

め
ら
か
に
し
、
入
浴
後
は
湯
冷
め

し
に
く
く
、
心
地
よ
い
清
涼
感
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
泉
質
で

す
。

■
こ
こ
に
注
目
！

等
張
性
の
温
泉

浸
透
圧
の
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
人
間
の
体
液
に
非
常
に
近
い

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
長

時
間
入
浴
し
て
も
疲
れ
に
く
く
、

全
国
的
に
見
て
も
非
常
に
め
ず
ら

し
い
温
泉
で
す
。

▼
泉
温
・
・
・
35
・
７
℃

（
気
温
30
℃
）

▼
湧
出
量
・
・
・
１
３
０

分
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定休日　　毎週火曜日（祝日のときは翌日）
営業時間　午前10時～午後9時

利用料金（予定）
温浴棟
浴　場
大人（中学生以上） 800円
小人（3歳以上小学生以下） 400円

健康づくり棟
温水プール　　トレーニング室
大人（中学生以上） 300円

（65歳以上） 250円
小人（小学生） 250円

（幼児「3歳以上」） 100円
※1 温水プール、トレーニング室の利用料金は、それぞれ別です。
※2 温水プールは歩行を目的としたもので、小人は教室時のみ利用可。
※3 トレーニング室（機器）は、小人は利用不可。

その他の利用料金等詳しくは、
「しまがはら郷づくり公社」
59ー3939へお問い合わせください。

オープン記念イベント（予定）
2月 9日（水）島ヶ原獅子神楽保存会による獅子神楽

甘酒のふるまい（数量限定）

2月10日（木）甘酒のふるまい（数量限定）

2月11日（祝）島ヶ原 正月堂 こども修正会

利用案内

【問い合わせ】 島ヶ原支所地域振興室 59ー2094

特特産産品品加加工工施施設設

温温水水ププーールル

休休憩憩室室

展展望望露露天天風風呂呂

展展望望露露天天風風呂呂

ササウウナナ
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「
ひ
と
が
輝
く
　
地
域
が
輝
く
」
自
立
し
た
ま
ち
の
実
現
の
た
め
に
　

■
自
治
基
本
条
例
っ
て
、
な
ん
だ

ろ
う
？

自
治
基
本
条
例
と
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方
針
や
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
自
治
の
し
く
み
な
ど

を
条
例
と
し
て
定
め
る
も
の
で
、

自
治
体
の
最
高
規
範
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
ま
す
。
全
国
の
自
治
体

で
も
相
次
い
で
制
定
さ
れ
、
内
容

と
し
て
は
、
自
治
の
担
い
手
と
な

る
市
民
・
議
会
・
行
政
の
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
や
責
務
、情
報
の
共
有
、

市
民
参
加
、
自
治
の
基
本
方
針
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

伊
賀
市
の
場
合
は
、
第
４
章
に

お
い
て
、
伊
賀
独
自
の
自
治
の
し

く
み
で
あ
る「
住
民
自
治
協
議
会
」

の
要
件
等
を
明
文
化
し
て
お
り
、

こ
の
部
分
が
特
に
、
他
の
自
治
体

の
条
例
に
は
な
い
特
徴
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
12
年
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
今
ま
で
の
よ
う
な
中
央
集
権
型
で
は
な
く
、
地
方
が
そ
の
地

域
に
合
っ
た
独
自
の
自
治
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

伊
賀
市
に
お
い
て
も
、
平
成
14
年
か
ら
市
民
の
方
を
中
心
に
、
伊
賀
市
独
自
の
自
治
の
実
現
に
向
け
た
検
討

が
行
わ
れ
、
平
成
14
年
に
新
市
将
来
構
想
、
平
成
15
年
に
新
市
建
設
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
自
治
の
し
く
み
を
担
保
し
、
市
民
が
主
役
と
な
っ
た
自
治
を
実
現
す
る
た

め
、
平
成
16
年
６
月
か
ら
伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
が
検
討
さ
れ
、
12
月
議
会
で
可
決
、
12
月
24
日
に
公
布
・
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

■
伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
骨
子

伊
賀
の
特
性
、
伊
賀
の
自
治
、
条

例
制
定
の
理
由
の
３
つ
の
段
落
か

ら
な
り
、
”ひ
と
が
輝
く
　
地
域

が
輝
く
“
自
立
し
た
ま
ち
の
実
現

を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
伊

賀
市
自
治
基
本
条
例
を
制
定
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

●
自
治
の
基
本
原
則
（
第
４
条
）

伊
賀
独
自
の
自
治
に
必
要
な
６

つ
の
原
則
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

①
市
民
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
情
報
を
共
有
す
る
権
利
を
有

す
る
。

②
市
民
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
権
利
を
有
す
る
。

③
ま
ち
づ
く
り
は
、
情
報
公
開
と

市
民
参
加
に
よ
り
策
定
さ
れ
た

計
画
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
。

④
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
ず
市
民
が

自
ら
行
い
、
さ
ら
に
地
域
や
市

が
補
完
し
て
行
う
。

⑤
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
や
市
な

ど
各
主
体
が
協
働
し
て
行
う
よ

う
努
め
る
。

⑥
ま
ち
づ
く
り
の
実
施
後
は
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
評
価
を
行
う
。

こ
の
６
つ
の
原
則
が
伊
賀
市
市
民

憲
章
の
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
こ
の
条
例
の
位
置
付
け
・
体
系

化
（
第
５
条
）

こ
の
条
例
が
市
政
の
基
本
事
項

に
つ
い
て
市
が
定
め
る
最
高
規
範

で
あ
り
、
他
の
条
例
・
規
則
な
ど

は
こ
の
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
整

合
を
図
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま

す
。

●
情
報
へ
の
権
利
（
第
７
条
）

市
民
は
、
情
報
を
受
け
る
権
利

と
、
自
ら
取
得
す
る
権
利
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
ま

す
。

●
意
思
決
定
過
程
の
情
報
共
有

（
第
８
条
）

決
定
し
た
情
報
だ
け
公
開
す
る

の
で
は
な
く
、
議
論
途
中
の
情
報

共
有
も
重
要
な
た
め
、
意
思
決
定

過
程
の
情
報
も
公
開
す
る
よ
う
努

め
る
こ
と
を
規
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
項
で
審
議
会
な
ど

の
会
議
の
公
開
に
つ
い
て
も
規
定

し
て
い
ま
す
。

●
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
権
利

（
第
12
条
）

市
民
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体

者
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

権
利
を
有
し
、
国
籍
、
民
族
、
性

別
、
年
齢
、
社
会
的
又
は
経
済
的

環
境
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
等
な

立
場
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き

る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

●
計
画
策
定
に
お
け
る
市
民
参
加

の
原
則
（
第
15
条
）

市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
総
合

計
画
の
策
定
は
市
民
参
加
に
よ
る

も
の
と
す
る
こ
と
を
明
記
し
ま
し

た
。

●
審
議
会
等
へ
の
市
民
参
加
（
第

17
条
）

審
議
会
の
委
員
に
は
公
募
の
委

員
を
加
え
る
よ
う
努
め
て
い
く
こ

と
を
明
記
し
ま
し
た
。

●
条
例
制
定
に
お
け
る
市
民
参
加

の
手
続
き
（
第
18
条
）

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
条
例
の

制
定
・
改
廃
は
市
民
参
加
に
よ
る

こ
と
を
明
記
し
ま
し
た
。

●
市
民
投
票
の
原
則
（
第
19
条
）

市
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
経
て
、
市
民
投
票
の

制
度
を
も
う
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

前文

目　的
基本方針

情報の
共有

市民の
参加

住民自治
のしくみ

議会の役
割と責務

行政の役
割と責務

体系図

総則

前
　
文

第
１
章
　
総
則

第
２
章
　
情
報
の
共
有

第
３
章
　
市
民
の
参
加
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●
住
民
自
治
協
議
会
の
定
義
・
要

件
（
第
24
条
）

会
員
に
は
、
そ
の
区
域
に
住
む

又
は
活
動
す
る
個
人
、
事
業
者
、

団
体
で
あ
れ
ば
誰
で
も
な
れ
る
事

や
、
組
織
の
役
員
や
代
表
者
は
民

主
的
に
決
め
る
こ
と
な
ど
を
規
定

し
て
い
ま
す
。

●
住
民
自
治
協
議
会
の
権
能
（
第

26
条
）

住
民
自
治
協
議
会
が
有
す
る
諮

問
・
提
案
・
同
意
・
決
定
の
４
つ

の
権
能
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま

す
。

▼
諮
問
・
・
・
市
長
の
諮
問
に
応

じ
、
当
該
地
区
に
係
る
次
の
事
項

を
調
査
審
議
し
、
答
申
す
る
。

①
新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
関
す

る
事
項

②
市
の
総
合
計
画
の
策
定
及
び
変

更
に
関
す
る
事
項

③
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る

事
項

▼
提
案
・
・
・
当
該
地
区
で
の
身

近
な
市
の
事
務
執
行
等
に
つ
い

て
、
市
長
に
提
案
で
き
、
市
長
は

そ
の
提
案
を
尊
重
す
る
。

▼
同
意
・
・
・
当
該
地
区
で
の
市

の
事
務
で
、
地
区
に
重
大
な
影
響

が
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
住
民
自
治

協
議
会
の
同
意
を
得
る
こ
と
と
す

る
。

▼
決
定
・
・
・
当
該
地
区
で
の
市

の
事
務
に
つ
い
て
、
住
民
自
治
協

議
会
が
そ
の
事
務
の
受
託
を
行
う

意
思
決
定
を
し
た
時
、
市
長
は
そ

の
決
定
を
尊
重
す
る
。

●
住
民
自
治
協
議
会
へ
の
支
援

（
第
27
条
）

住
民
自
治
協
議
会
へ
の
支
援
に

つ
い
て
、
活
動
拠
点
の
提
供
や
財

政
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
を
規
定

し
て
い
ま
す
。

●
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
第
28

条
）

総
合
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
重

要
な
計
画
の
策
定
の
際
は
、
住
民

自
治
協
議
会
の
活
動
方
針
や
内
容

な
ど
を
定
め
た
ま
ち
づ
く
り
計
画

を
尊
重
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い

ま
す
。

●
地
域
振
興
委
員
会
の
設
置
（
第

29
条
）

住
民
自
治
協
議
会
が
設
立
さ
れ

て
い
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
当

該
地
区
に
か
か
わ
り
の
深
い
事
務

に
つ
い
て
審
議
す
る
機
関
と
し

て
、
地
域
振
興
委
員
会
を
設
置
す

る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

●
住
民
自
治
活
動
を
支
援
す
る
機

関
の
設
置
（
第
36
条
）

市
民
が
主
体
と
な
っ
た
住
民
自

治
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
こ
の

役
割
を
果
た
す
機
関
を
設
置
す
る

こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
機
関

に
つ
い
て
は
、（
仮
称
）
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
検
討

し
て
お
り
、
来
年
４
月
に
設
置
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

●
議
会
の
情
報
共
有
と
市
民
参
加

（
第
40
条
）

全
て
の
会
議
を
原
則
公
開
と

し
、
立
法
過
程
か
ら
市
民
と
情
報

を
共
有
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
を

明
記
し
、
ま
た
、
市
民
の
意
思
の

反
映
を
図
る
た
め
に
、
市
民
と
の

対
話
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
や
、

議
会
の
会
議
に
出
席
を
求
め
た
者

を
協
議
に
加
え
る
こ
と
な
ど
を
規

定
し
て
い
ま
す
。

●
議
員
の
責
務
（
第
41
条
）

公
平
・
公
正
か
つ
誠
実
に
職
務

を
遂
行
し
、
市
民
の
代
表
者
と
し

て
の
品
位
と
責
務
を
忘
れ
ず
、
常

に
自
己
の
見
識
を
高
め
る
た
め
の

研
鑽
を
怠
ら
ず
審
議
能
力
及
び
政

策
能
力
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
を

明
記
し
て
い
ま
す
。

●
市
長
の
責
務
（
第
43
条
）

市
長
は
、市
民
の
負
託
に
応
え
、

市
政
の
代
表
者
と
し
て
公
平
・
公

正
か
つ
誠
実
に
市
政
を
執
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し

て
い
ま
す
。

●
法
務
体
制
（
第
47
条
）

市
は
、
自
主
的
で
質
の
高
い
政

策
を
実
行
す
る
た
め
、
法
務
体
制

を
充
実
し
、
条
例
、
規
則
等
の
整

備
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
を
規
定

し
て
い
ま
す
。

●
行
政
評
価
（
第
56
条
）

総
合
計
画
等
の
重
要
な
計
画
、

予
算
、
決
算
、
事
務
内
容
等
に
つ

い
て
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
を
明

記
し
、
そ
の
結
果
を
分
か
り
や
す

く
市
民
に
公
表
し
、
政
策
及
び
事

務
執
行
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
を

規
定
し
て
い
ま
す
。

●
こ
の
条
例
の
検
討
及
び
見
直
し

（
第
58
条
）

時
代
経
過
に
よ
る
条
例
の
形
骸

化
を
防
止
し
、
そ
の
時
代
に
即
し

た
条
例
に
育
て
て
い
く
た
め
に
、

施
行
後
４
年
以
内
に
施
行
状
況
を

勘
案
し
、
見
直
す
こ
と
を
規
定
し

て
い
ま
す
。

※
伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
の
全
文

は
、
伊
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
本
庁
企
画
調
整
課
及
び

各
支
所
地
域
振
興
課
（
室
）
に
お

い
て
配
布
も
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
要
な
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.iga.lg.Jp

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
振
興
部
企
画
調
整
課

22
・
９
６
２
０

E
-m
ail：kikaku@

city.iga.lg.Jp

第
４
章
　
住
民
自
治
の
し
く
み

第
５
章
　
議
会
の
役
割
と
責
務

第
６
章
　
行
政
の
役
割
と
責
務

第
７
章
　
条
例
の
見
直
し
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平成16年中に発生した伊賀市の火災・救急の概要をお知らせします。また、3月1日から「春の全国火災予
防運動」が始まります。火災の発生しやすい時季ですので、火の取り扱いには十分注意をお願いします。

平成16年中の総救急件数は、
3,793件で一日平均約10件出動した
ことになります。
事故種別の救急件数では、急病に

よる出動が最も多く2,327件で全体
の61％と半数以上を占めています。
これは、高齢化社会による救急要

請の増加によるものと思われます。
次いで交通事故、一般負傷となっ

ています。

平成16年中の火災件数は
62件となっています。火災
種別では、建物火災が最も
多く23件で、全体の37％を
占めています。前年と比較
すると6件の減となりまし
た。
次に車両及びその他火災

（道路、空地に枯草の火災等）が各17件、林野火災が5件と
前年に比べて各火災とも増加しました。
火災の主な原因としては、たき火・枯草焼があげられます
が、車両の故障・事故による火災も依然と多く、全国的には
放火や放火の疑いが増加しています。

急病
交通事故
一般負傷
労働災害
自損事故
運動競技
加害
火災
その他
合計

事
故
種
別
件
数

平成16年

2,327
582
490
83
43
29
14
9

216
3,793

平成15年

2,256
539
496
65
40
10
26
9

176
3,617

増減

71
43
△6
18
3
19
△12
0
40
176

全国統一防火標語全国統一防火標語
【問い合わせ】伊賀市消防本部予防課　 24-9105 伊賀南部消防組合青山消防署　 52-1151

建物火災
林野火災
車両火災
その他
合計
たき火・枯草焼
車両故障・事故
放火（疑い含む）
ガスこんろ
石油ストーブ

火
災
種
別
件
数

平成15年

29
3
14
14
60
16
8
7
3
2

平成16年

23
5
17
17
62
18
13
7
5
2

増減

△6
2
3
3
2
2
5
0
2
0

主
な
出
火
原
因

■火災概要

■救急件数

伊賀市発足後初めての消防出初式が1月8日、ゆめが丘の県立
ゆめドームうえので行われました。合併により伊賀市の消防団員
は1,510人になりましたが、この日は消防本部の職員や消防団の
各方面隊の代表者約640人が参加しました。
国旗や団旗に対する敬礼のあと、服装や姿勢などを確認する

｢通常点検｣が行われ、今岡睦之市長や来賓の野呂昭彦知事らが、
整列した消防団員らの服装や姿勢を点検。そのあと、昨年11月
の全国消防操法大会で9位の成績を収めた青山方面隊団員に市長
表彰が贈られたほか、三重県消防協会定例表彰などの優良消防団
員表彰が行われました。
また、点検者訓示では、今岡市長が「年末、年始に火災やその

他の災害がなく、消防団員の年末夜警に感謝します。現在、伊賀
地域では大きな災害は起きていませんが、今後いつ起こるかわか
らないので、引き続き訓練をお願いします。｣と話しました。
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税の申告相談税の申告相談が始まりますが始まります ～申告～申告ははお早めお早めにに！～！～

【問い合わせ】

所得税の確定申告

上野税務署
伊賀市緑ヶ丘本町1680番地
21-0950
市･県民税の申告

伊賀市役所税務課市民税係
伊賀市上野丸之内116番地
22－9613

■会　　場：ゆめぽりすセンター

■期　　間：2月8日（火）～3月15日（火）（ただし、土・日・祝日を除く）
■受付時間：午前9時～午後5時　
※伊賀市役所及び上野税務署では申告相談会場を設けていませんので、ご注意ください。

印鑑、筆記具、計算機
申告書
給与や公的年金等の源泉徴収票
控除を受けるために必要な証明書や領収書　
医療費控除を受ける場合
支払った医療費の領収書、保険などで補填され
る金額の明細書、寝たきり老人のオムツ使用証
明書等
生命保険料・損害保険料控除を受ける場合
支払保険料の証明書
寄付金控除を受ける場合
寄付金の受領書等
住宅借入金等特別控除を受ける場合
登記簿謄本・売買契約書・住民票写し、増改築
等控除証明書、住宅取得資金にかかる借入金の
年末残高証明書等
還付申告を提出する人は、預金口座番号の分か
るもの

所得税や市・県民税は、自分の所得
の状況を最もよく知っている納税者が、
自ら税法に従って申告する制度をとっ
ています。申告相談会場では、お待ち

いただく時間を短縮するため、会場全体を記載コー
ナーとし、ご質問に対して職員がその都度対応しま
すで、自書記載の推進にご協力をお願いいたします。
申告が必要と思われる方については、昨年の実績

に基づいて、あらかじめ申告用紙を郵送しています
が、届いていない場合で申告が必要と思われる方は、
市役所税務課、各支所、各申告相談会場及び上野税
務署に申告用紙を備え付けていますのでご利用くだ
さい。
また、所得税の確定申告は国税庁のホームページ

の中で作成することができ、カラープリントしてい
ただいたものを提出していただくことができます。
申告書の提出は郵送でも受け付けています。期限

までにお送りいただければ結構です。

☆伊賀市役所から“ゆめぽりすセンター”間の送迎バスを運行します。☆
【運行日】2月15日（火）、17日（木）、22日（火）、24日（木）

3月1日（火）、3日（木）、8日（火）、10日（木）、14日（月）、15日（火）

伊賀市役所（上野公園駐車場前）発
ゆめぽりすセンター　行

ゆめぽりすセンター　発
伊賀市役所　行

9：30発　10：30発
13：15発　14：30発

10：10発　11：40発
14：00発　16：50発

【注意事項】
（1）交通事情その他諸般の事情により、発着時刻が若干遅れる可能性があります

ので、ご了承ください。
（2）利用料は無料です。

※各支所（上野支所を除く）と各地区市民センター等においても、税の申告相談
と申告書の受付を行います。会場及び受付日時は、広報１月号もしくは伊賀市
ホームページで確認してください。
※広報１月号13ページの別表中、2月25日（金）の申告相談会場が、伊賀支所農業
総合センターとなっていましたが、都合により、“ふるさと会館いが小ホール”
に変更となりました。ご注意ください。

申告に必要なもの 申告書を自分で書いてみましょう
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市
議
会
議
員
選
挙
が
３
月
20
日

に
告
示
さ
れ
、
３
月
27
日

に
投
票
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
市
政
を
任
せ
る
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
よ
く
考
え
て
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

【
と
　
き
】

２
月
16
日

午
後
２
時
〜

（
受
付
開
始
午
後
１
時
30
分
）

【
と
こ
ろ
】

阿
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
阿
山
支
所
隣
り
）

【
お
願
い
】

駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、

車
は
で
き
る
限
り
乗
り
合
わ
せ
で

お
願
い
し
ま
す
。

掲
示
場
掲
示
用
の
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
費
用
、
告
示
後
の
選
挙
運
動

用
自
動
車
運
行
に
か
か
る
費
用
、

候
補
者
ハ
ガ
キ
２
０
０
０
枚
ま
で

の
郵
送
料
を
選
挙
管
理
委
員
会
が

公
費
で
負
担
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
公
費
負
担
に
つ
い
て

は
、
詳
細
を
立
候
補
予
定
者
説
明

会
で
説
明
し
ま
す
。

【
仕
事
内
容
】

投
票
立
会
人
は
、
投
票
管
理
者

の
も
と
に
お
い
て
、
投
票
事
務
が

公
正
に
処
理
さ
れ
、
選
挙
人
が
自

由
な
意
思
に
従
っ
て
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
投
票
事
務
全
般

に
立
ち
会
う
の
が
仕
事
の
内
容
と

な
り
ま
す
。

【
立
会
場
所
】

上
野
・
伊
賀
・
島
ヶ
原
・
阿

山
・
大
山
田
・
青
山
の
各
支
所
の

期
日
前
投
票
所

【
募
集
人
員
】

上
野
・
伊
賀
・
島
ヶ
原
・
阿

山
・
大
山
田
・
青
山
の
各
支
所
で

数
名
ず
つ

【
期
　
間
】

３
月
21
日

〜
26
日

６
日
間
の
う
ち
、
１
日
だ
け
の

従
事
も
可

【
時
　
間
】

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
た
だ
し
、
上
野
支
所
は
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
８
時

【
報
　
酬
】

日
額
　
９
６
０
０
円
　

【
資
　
格
】

平
成
17
年
３
月
20
日
現
在
、
伊

賀
市
に
在
住
し
て
お
り
、
選
挙
権

を
有
し
、
投
票
の
秘
密
を
守
れ
る

方
。

【
応
募
方
法
】

ハ
ガ
キ
に
①
住
所
、
②
氏
名
、

③
生
年
月
日
、
④
電
話
番
号
、
⑤

立
会
希
望
の
支
所
名
、
⑥
立
会
希

望
日
を
ご
記
入
の
上
、

〒
５
１
８
・
８
５
０
１

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地

伊
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

【
応
募
締
切
日
】

２
月
17
日

必
着

【
雇
用
期
間
と
募
集
人
数
】

Ａ
、
２
月
14
日

〜
３
月
31
日

若
干
名

Ｂ
、
３
月
１
日

〜
３
月
31
日

若
干
名

【
賃
　
金
】

日
額
　
５
６
６
０
円

【
勤
務
時
間
】

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

【
勤
務
地
】

本
庁
及
び
支
所
　

【
応
募
条
件
】

市
内
在
住
の
20
歳
か
ら
40
歳
く

ら
い
の
方

＊
応
募
方
法
及
び
勤
務
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

伊
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会

22
・
９
６
０
１
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平
成
16
年
11
月
か
ら
伊
賀
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
排
水
設
備
工
事
（
伊
賀
市
が
管
理
す
る
下
水
道
施
設
に
流
入
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
設
備
工
事
）
に
お
い
て
専
門
的
知
識
を
有
し
、
か
つ
、
下
水
道
法
令
の

規
則
を
熟
知
し
、
こ
れ
を
遵
守
す
る
責
任
を
有
す
る
工
事
業
者
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
工
事
を
依
頼
で
き
る
よ
う
定
め
た
制
度
で
す
。

【
受
付
期
間
】

随
時
受
付

（
毎
月
１
日
を
指
定
日
と
す
る
）

【
受
付
場
所
】

市
役
所
建
設
部
下
水
道
課
　

22
・
９
８
２
３

【
指
定
・
登
録
の
要
件
】

財
団
法
人
三
重
県
下
水
道
公
社

が
実
施
す
る
下
水
道
排
水
設
備

責
任
技
術
者
試
験
に
合
格
し
、

そ
の
公
社
の
資
格
認
定
者
名
簿

に
登
載
さ
れ
、
責
任
技
術
者
証

を
発
行
さ
れ
た
者
が
、
営
業
所

に
１
人
以
上
専
属
し
て
い
る
こ

と
。

工
事
施
工
に
必
要
な
機
械
、
機

器
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

市
町
村
税
、
事
業
税
、
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
者
。

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保

佐
人
又
は
破
産
者
で
な
い
者
。

指
定
の
取
り
消
し
を
受
け
た
者

で
、
そ
の
取
り
消
し
日
か
ら
２

年
以
上
経
過
し
て
い
る
者
。

【
申
請
に
必
要
な
書
類
等
】

▼
法
人
・
個
人
共
通

伊
賀
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
指
定
申
請
書
（
様
式
第

１
号
）

誓
約
書
（
様
式
第
２
号
）

営
業
所
等
所
在
図
（
様
式
第
３

号
）

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

責
任
技
術
者
名
簿
（
様
式
第
４

号
）

責
任
技
術
者
証
の
写
し

雇
用
関
係
を
証
明
す
る
書
類

下
水
道
排
水
設
備
工
事
に
必
要

な
設
備
及
び
器
材
証
明
書
（
様

式
第
５
号
）

▼
法
人

商
業
登
記
簿
謄
本

定
款
の
写
し

経
歴
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

納
税
証
明
書
（
市
町
村
税
、
事

業
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
）

代
表
者
の
住
民
票
妙
本（
又
は
、

外
国
人
登
録
済
証
明
書
）

身
分
証
明
書

▼
個
人

住
民
票
妙
本
（
又
は
、
外
国
人

登
録
済
証
明
書
）

身
分
証
明
書

経
歴
書

納
税
証
明
書
（
市
町
村
税
）

※
申
請
に
係
る
手
数
料
と
し
て
、

１
４
０
０
０
円
が
必
要
と
な
り

ま
す
。（
新
規
、
更
新
と
も
）

※
申
請
書
の
様
式
は
、
本
庁
建
設

部
下
水
道
課
及
び
各
支
所
下
水

道
担
当
課
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

ま
た
、
伊
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.city.iga.lg.jp/)

か
ら
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

こ
の
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
制
度
は
、
旧
島
ヶ

原
村
、
旧
伊
賀
町
、
旧
阿
山

町
で
は
合
併
以
前
か
ら
す
で

に
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
旧
上
野
市
、
旧
大
山
田

村
、
旧
青
山
町
で
は
導
入
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
次

の
事
項
の
経
過
措
置
を

設
け
ま
す
。

旧
島
ヶ
原
村
、
旧
伊

賀
町
、
旧
阿
山
町
で

す
で
に
指
定
を
受
け

て
い
る
工
事
業
者
は
、
引

き
続
き
伊
賀
市
の
指
定
業

者
と
な
り
ま
す
。
指
定
期

間
が
満
了
に
な
り
、
引
き

続
き
更
新
を
行
う
場
合

は
、
伊
賀
市
下
水
道
課
に

て
更
新
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

旧
島
ヶ
原
村
、
旧
伊
賀
町
、

旧
阿
山
町
に
お
い
て
は
従

前
ど
お
り
、
指
定
工
事
店

の
指
定
を
受
け
た
方
で
な

【
問
い
合
わ
せ
】

建
設
部
下
水
道
課
　
　
　
　

22
・
９
８
２
３

け
れ
ば
、
排
水
設
備
工
事

を
施
工
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

こ
の
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
の
指
定
を
受
け

る
た
め
に
は
、
三
重
県
下

水
道
公
社
が
発
行
す
る
排

水
設
備
責
任
技
術
者
証
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
責
任
技
術
者
証

の
取
得
に
係
る
期
間
を

経
過
措
置
期
間
と
し
、

平
成
19
年
３
月
31
日
ま

で
は
、
旧
上
野
市
、
旧
大

山
田
村
、
旧
青
山
町
で
の

排
水
設
備
工
事
は
、
指
定

工
事
店
の
指
定
を
受
け
て

い
な
い
方
で
も
施
工
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
19
年
４
月
１
日
以
降

は
、
伊
賀
市
全
域
に
お
い

て
、
指
定
工
事
店
の
指
定

を
受
け
た
方
で
な
け
れ
ば

排
水
設
備
工
事
を
施
工
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
市
町
村
合
併
に
よ
る
経
過
措
置
に
つ
い
て
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今年、ジョンとパトリックで世界の国々のいろいろ
な伝統的な文化や習慣などを紹介します。世界各国の
歴史、文化、習慣は数え切れないほどありますが、今
回はジョンの発案で、「バーンズナイト」を紹介しま
す。

｢バーンズナイト｣とは、1759年1月25日にスコット
ランドで生まれたロバート・バーンズの生誕祭です。
ロバート・バーンズは、イングランドのシェークスピ
アや伊賀の芭蕉のようにスコットランドで最も有名な
詩人で、日本でも有名な「蛍の光」などスコットラン
ド民謡に詩をつけたことでも知られています。バーン
ズは勉強に秀でていましたが、家庭は裕福でなかった
ので、早くから農場で働くようになりました。バーン
ズは農業より文学を勉強したかったので、スコットラ
ンドから西インド諸島へ移住するつもりでした。しか
し、その時バーンズが書いた詩集が急に大人気になり
ました。バーンズの詩集は英語とスコットランドの方
言で書かれていたので、スコットランドで愛されまし
たが、彼はお金持ちになりませんでした。優秀だった
バーンズはスコットランドで、すごく尊敬されました

が、バーンズは苦しい肉体労働のせいで、37歳で亡く
なってしまいました。その時、１万人以上の人々はバ
ーンズのため会葬しました。
毎年1月25日頃、バーンズの生誕を祝って、世界中

のスコットランド人はバーンズナイト（バーンズの夜）
を楽しみます。一般的なバーンズナイトでは、皆は詩
集を読んで、バーンズのために乾杯して伝統的なスコ
ットランド料理を食べます。バグパイプの音楽を聞き、
ハギス（羊の臓物をオートミール、薬草などと混ぜて、
その胃袋に詰めて煮た食べ物）とウイスキーを楽しむ
など、全て伝統的に行われます。少人数のパーティで
も100人の晩餐会でも、スコットランド人にとってバ
ーンズナイトで最も大事なことは食事ではなくて、バ
ーンズの追憶と伝統です。
バーンズナイトって、面白そうでしょう！3月末に

文化国際課で本格的なバーンズナイトを行う予定です
ので、バーンズナイトのことをもっと知りたいと思っ
た方はぜひ参加してください！伝統的なスコットラン
ド料理、服（キルト）、バーンズ氏の詩、ダンス、音
楽などを体験できます！参加者募集の詳細は市広報3
月号でお知らせします。

「
伊
賀
地
域
に
お
け
る
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
撤

廃
に
関
す
る
連
絡
協
議
会
」
で
は
、
人
権
文
化
を
構
築
し
人
権
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
と
　
き
】

３
月
６
日

午
後
１
時
〜
５
時

【
と
こ
ろ
】

伊
賀
市
文
化
会
館
　
さ
ま
ざ
ま
ホ
ー
ル

【
内
　
容
】

■
基
調
講
演

講
師
　
李
　
修
二
さ
ん
（
四
日
市
大
学
助
教
授
）

演
題
「
世
界
の
、
日
本
の
、
そ
し
て
地
域
の
差
別
・
人
権
問
題
」

■
特
別
報
告

高
木
康
江
さ
ん
（
部
落
問
題
を
考
え
る
親
の
会
「
ゆ
め
夢
」）

中
森
　
旭
さ
ん
（
青
山
小
学
校
）

■
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
発
信

劇
「
府
中
に
も
戦
争
が
あ
っ
た
」

人
権
劇
「
真
・
実
」

府
中
小
学
校
６
年
生
　
　
　
　
　
西
柘
植
小
学
校
６
年
生
　

【
参
加
費
】
無
　
料

【
問
い
合
わ
せ
】
本
庁
人
権
政
策
課
　

22
・
９
６
３
１
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花粉症は花粉によって起こるアレルギー症の一つで
す。原因となる花粉には、イネやブタクサ、ヨモギ、
など様々なものがあります。スギ花粉は、去年の猛暑
により例年になく多くなるといわれ、新聞でも花粉量
が最大30倍と報道されました。これは、花粉が少なか
った平成16年春との比較ですが、平年と比べても約2
倍になるものといわれています。今年はヒノキの花粉
も多く、飛散は例年に比べ早く始まり、遅くまで続く
ということです。
もはや、国民病とまで言われている花粉症ですが、

つらい症状を少しでも軽くするために、日常生活では
次のような点に気をつけましょう。
●外出を控えめに
花粉情報に注意し花粉が多い日や風の強い日は不要

不意の外出を避けましょう。
●帰宅時室内に花粉を持ち込まない
花粉が付着しにくい衣類を身につけ、家に入るとき

は、衣類やペットなどに付いた花粉をよく払ってから
入りましょう。羊毛製の衣類は花粉が付着しやすいと
いわれています。表面がツルツルした素材がいいでし
ょう。
●帰宅後は洗顔やうがいを
体に付いた花粉をキチンと洗い流しましょう。鼻を

かむのも有効です。
●外出時は完全防備で
帽子やメガネ・マスク・ゴーグルなどを身につけま

しょう。メガネは、花粉症用のものでない普通のメガ
ネでも、メガネを使用していない時より目に入る花粉
量は半分以下になります。マスクでは、普通のマスク
でも約3分の１になり、花粉症用では約5分の１になる
といわれています。
●窓やドアをしっかり閉める
花粉の侵入を防ぎましょう。
●外に干した洗濯物や布団はよく払う
特に布団は、花粉が付着していると、寝ている間に

症状の悪化につながることがあります。取り込む前に、
よく落としましょう。
●健康に注意を！
風邪を引いていると、粘膜に炎症がおこり、花粉症

の症状がひどくなることがあります。風邪をひかない
よう規則正しい生活をすることも大切です。
●薬の服用について
花粉症の症状を抑える種々の薬が開発されていま

す。症状が強くなる前に症状にあった薬を使うのも有
効です。花粉症かなと思ったら、早めにかかりつけ
医・専門医に相談しましょう。

青山保健センター

保健師　服部恵子

山
村
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

自
分
が
高
校
生
に
な
る
ま
で
は
、

家
族
や
身
内
か
ら
部
落
に
対
す
る

悪
口
を
聞
く
こ
と
は
な
く
、
部
落

と
い
う
こ
と
を
ま
っ
た
く
知
ら
な

い
ま
ま
育
ち
ま
し
た
。

高
校
に
入
っ
て
同
級
生
か
ら
部

落
の
地
名
を
言
っ
て
、「
あ
い
つ

は
○
○
や
」
な
ど
と
、
い
ろ
い
ろ

聞
く
に
つ
れ
、
○
○
っ
て
「
こ

わ
い
と
こ
ろ
、
う
ち
ら
と
は
違

う
と
こ
ろ
」
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
自
分
と
部
落
問
題
と

の
出
会
い
で
す
。
お
そ
ら
く
そ

の
と
き
、
○
○
が
部
落
と
は
わ

か
ら
ず
、
部
落
自
体
何
な
の
か

も
わ
か
ら
な
い
け
ど
、「
俺
は

部
落
と
違
っ
て
よ
か
っ
た
」
と

思
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
部
落

の
悪
口
を
聞
い
た
こ
と
も
な
く
、

部
落
と
は
何
な
の
か
も
知
ら
な
い

の
に
、「
部
落
と
違
っ
て
よ
か
っ

た
」
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
。
ど
う

し
て
な
ん
で
し
ょ
う
。と
同
時
に
、

「
自
分
は
部
落
じ
ゃ
な
い
」
と
い

う
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
も
せ

ず
、
な
ぜ
自
分
は
違
う
と
思
っ
た

ん
で
し
ょ
う
。
実
際
確
か
め
方
な

ん
て
な
い
の
で
す
が
。
部
落
っ
て

何
な
の
か
を
知
ろ
う
と
も
せ
ず
、

な
ぜ
頭
ご
な
し
に
「
部
落
は
い
け

■このコラムは、毎号いろいろなテーマで人権についてお話しています。
ご意見等は人権政策課 22-9631 E-mail : jinken@city.iga.lg.jpへ

な
い
」
み
た
い
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
た
ん
で
し
ょ
う
。そ
の
せ
い
で
、

大
学
時
代
付
き
合
っ
て
い
た
彼
女

に
、「
お
ま
え
部
落
か
？
」
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
そ
れ

な
に
？
」
と
聞
か
れ
て
、
ひ
と
こ

と
も
返
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
部
落

と
い
う
も
の
に
対
し
て
何
の
知
識

も
な
く
、「
と
に
か
く
部
落
は
い

け
な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。

も
し
そ
の
後
、
部
落
問
題

を
正
し
く
知
る
機
会
が
な
か

っ
た
ら
、
今
も
、
部
落
に
対

す
る
偏
見
を
自
分
の
子
ど
も

に
伝
え
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

部
落
差
別
は
こ
ん
な
こ
と

の
繰
り
返
し
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ひ
と
か
ら
聞
き
か
じ
っ
た
こ

と
を
、
自
分
の
中
で
増
幅
さ
せ
て

勝
手
に
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
て

い
く
。
そ
し
て
あ
た
か
も
、
自
分

が
体
験
し
知
り
え
た
こ
と
の
よ
う

に
、
ひ
と
に
伝
え
て
い
く
。
そ
し

て
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
『
部
落
』
と

い
う
も
の
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く

の
で
す
。
だ
か
ら
『
部
落
』
を
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
形
作
っ
て
い

る
の
は
、
私
た
ち
に
他
な
ら
な
い

の
で
す
。

（
大
山
田
支
所
人
権
政
策
推
進
課
）

部
落
っ
て
な
に
？
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伊賀市のまちづくりの基本となる住民自治協議会
が、市内各地域で組織され、昨年12月には伊賀市
自治基本条例も制定されました。
昨年1月23日に設立された伊賀支所管内の壬生野

地域まちづくり協議会では、「自分たちのまちは自
分たちで美しくしよう」と昨年の12月26日、地域
内のクリーン作戦を行いました。
総勢約500人が参加し、地域内の道路等に落ちて

いるアルミ缶やビン、ペットボトル、可燃ごみ等を
拾いました。
この日拾い集めたごみは、ダンプ2台と軽トラッ

ク3台分にもなり、それぞれ種類ごとに分別して、
ごみ集積場へ持ち込みました。

壬生野地域まちづくり協議会クリーン作戦

1月8日、平田の「せせらぎ運動公園」で伊賀市消防団大山田方面隊の冬期訓練が行われ、消防団員144人
が参加しました。
今年は各方面隊の代表者が参加して消防出初式が行

われたことから、午後から各方面隊ごとに訓練を行う
ことになりました。
大山田方面隊では、4分団ごとに4つの火災現場を想

定して消火放水訓練を行いました。吸水地点から消火
地点まで約400メートルの距離を、数箇所に設けられ
た障害物を避けてポンプ積載車と可搬ポンプ積載軽4ト
ラック5台を使い、ホース約20本を次々と繋いでいき
放水を行いました。
時折降る雪の中、団員らはきびきびした動きで、訓

練に取り組んでいました。

大山田方面隊冬期訓練

1月5日から10日まで、新春恒例の行事である干支展が「酉の春展」として、伊賀市中央公民館で開催さ
れました。
一般公募で寄せられた作品を含め、今年の干支で

ある酉を画いた絵馬が約130点、郷土玩具など約
110点が展示されました。また、平成5年、昭和44
年、昭和32年の絵馬も飾られました。
この干支展は、昭和25年に市民グループにより

「干支の春展」として始められ、昭和28年から市の
図書館がこの催しを引き継ぎました。昭和37年か
ら昭和43年まで中止されたものの、昭和44年に上
野市ユネスコ協会と上野市中央公民館により、郷土
色豊かな行事が再興されました。期間中、市内外か
ら大勢の人が会場に訪れ作品に見入っていました。

酉の春展
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1月11日から、島ヶ原地区の山菅や不見上から
ＪＲ島ヶ原駅、島ヶ原小中学校などを巡回する行
政バスの運行を開始しました。
このバスは、地域住民からの要望等により、運
行を開始したもので、高齢者や遠距離通学生が安
全に移動することを目的としています。
運行日は年末年始を除く月曜日から金曜日（た
だし、祝日は運休）で、運賃は乗車１回につき大
人は100円、障害者の方と高校生以下は50円
（通学のための小・中学生は無料）となっていま
す。
待望の巡回バスとあって、初日から大勢の方が
利用されていました。

島ヶ原地区で行政巡回バスを運行

1月15日、青山北部公園体育館で、季節の遊びを体験する「まなび“あおやま”」が行われ小学生16人が参
加しました。「まなび“あおやま”」は青山公民館が、子ど
もたちに地域のことを知ってもらい、ふるさとを愛してほ
しいという思いで、地域の文化や伝統などに詳しい人を講
師に迎え、毎週末さまざまな事業を行っています。
この日は、青山羽根の松岡義

いさお

さんを講師に迎え「凧づく
り」を行いました。参加した子どもたちは、段ボールの型
を使い、模造紙をひし形に切り抜き、それぞれ好きな絵を
描きました。そのあと、ローソクの火を使って凧の骨にな
る竹ひごを曲げるのが折れてしまい悪戦苦闘する場面もあ
りましたが、みごとな凧が完成しました。
この日は、あいにくの空模様のため、体育館での凧揚げ

となりましたが、子どもたちは「晴れた日に外で揚げたい
なぁ」と完成した凧に胸を躍らせていました。

まなび“あおやま”

1月16日に阿山運動公園第1グラウンドをスタート
して「第25回新春阿山ジョギング大会」が行われまし
た。このジョギング大会は、湯舟地区折り返しの3キ
ロコースと西湯舟地区折り返しの5キロコースに分か
れ、およそ100人が参加しました。
25回を迎えたこの大会に、親子連れや友達と誘いあ
って参加した子どもたちは、思い思いのペースでジョ
ギングを楽しみました。ゴールした時の子ども達の感
想は、「きつかった」「気持ちよかった」と様々。
ゴール後は、阿山体育協会が地元のお肉や野菜をふ

んだんに使ったクリームシチューをふるまうなど楽し
い催しもありました。

新春阿山ジョギング大会
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１
月
10
日
、
西
明
寺
の
伊
賀
市
文
化
会
館
さ
ま
ざ
ま
ホ
ー
ル
で
、
伊
賀

市
発
足
後
初
め
て
の
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
対
象
者
は
、
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
伊
賀
市
で
は
１
１
４
９
人
が
新
し
く
成
人
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
の
の
う
ち
、
79
・
５
％
に
あ
た
る
９
１
３
人
が
艶
や
か
な
振

袖
姿
や
ス
ー
ツ
姿
な
ど
で
成
人
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
、
会
場
内
は
ざ

わ
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、

会
場
の
照
明
が
暗
く
な
り

中
学
生
時
代
の
恩
師
か
ら

の
「
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

が
流
れ
始
め
る
と
、
次
第

に
静
か
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

懐
か
し
い
先
生
の
顔
が

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
る
と
「
ワ
ー
」
「
ウ
ォ

ー
」
と
い
っ
た
歓
声
や
拍

手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

▼
大
人
と
し
て
自
分
の
行

動
に
責
任
を
持
っ
て
く
だ

さ
い
。
▼
こ
れ
か
ら
い
ろ

ん
な
苦
労
も
あ
る
け
れ

ど
、
自
分
の
命
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
。
▼
自
分

と
同
じ
よ
う
に
仲
間
も
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
。
▼
可
能
性
に
満
ち

た
人
生
で
す
。
自
分
の
人
生
を
自

分
ら
し
く
し
っ
か
り
歩
ん
で
く
だ

さ
い
。
▼
君
た
ち
が
中
学
生
だ
っ

た
こ
ろ
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
ふ
る
さ
と
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
ど
、

新
成
人
へ
の
エ
ー
ル
が
大
き
な
ス

ク
リ
ー
ン
に
次
々
と
映
し
出
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
式
典
で
は
、
今
岡

睦
之
市
長
が
、
「
伊
賀
市
に
は
、

す
ば
ら
し
い
文
化
や
自
然
な
ど
の

資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
も

の
を
守
っ
て
い
く
の
は
若
い
人
の

肩
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
に
住
ん
で
、
伊
賀
市
の
将
来
を

担
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
新
成
人
た
ち
は

久
し
ぶ
り
に
出
会
っ
た
友
達
と
記

念
写
真
を
撮
る
な
ど
、
再
会
を
よ

ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

■
成
人
を
迎
え
て
新
た
な
決
意

は
？

▼
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
た

い
。
▼
親
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
た
い
。
▼
も
っ
と
自
分
の

視
野
を
広
げ
た
い
。
▼
こ
れ
か
ら

は
責
任
あ
る
行
動
を
と
っ
て
い
き

た
い
。

■
成
人
式
に
出
席
し
た
感
想
は
？

▼
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
懐
か
し

く
て
良
か
っ
た
。
も
っ
と
見
た
か

っ
た
。
▼
先
生
の
温
か
い
言
葉
が

心
に
響
き
ま
し
た
。
▼
騒
ぐ
人
が

い
な
く
て
良
か
っ
た
。
▼
た
く
さ

今
は
ば
た
く
未
来
の
力

平平
成成
1177
年年
成成
人人
式式

ん
の
友
達
に
会
え
て
良
か
っ
た
。

▼
人
数
が
多
す
ぎ
る
。
少
人
数
で

の
成
人
式
の
ほ
う
が
良
か
っ
た
。

■
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

▼
小
さ
い
こ
ろ
泣
い
て
ば
か
り
い

た
子
が
、こ
ん
な
に
大
き
く
な
り
、

こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が
う

れ
し
い
。
▼
今
し
か
出
来
な
い
こ

と
を
思
い
っ
き
り
や
っ
て
ほ
し

い
。
▼
若
い
の
だ
か
ら
、
い
ろ
ん

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
。

■
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
新
成
人
に
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た



肺
が
ん

月

日

午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

市
役
所
北
庁
舎
１
階

第
10
会
議
室

20
歳
以
上
の
方

胸
部
Ｘ
線
検
査
と
喀
痰

検
査

２
月
７
日

５
０
０
円
（
Ｘ
線
の
み
）

１
１
０
０
円

（
Ｘ
線+

喀
痰
）

妊
娠
の
疑
い
が
あ
る

方
は
、
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
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胃
が
ん

月

日

午
前
中
（
申
し
込
み
順

に
時
間
を
決
定
し
ま
す
）

市
役
所
北
庁
舎
１
階

第
10
会
議
室

20
歳
以
上
の
方

胃
Ｘ
線
検
査

２
月
７
日

９
０
０
円

受
診
前
日
の
夜
10
時

以
降
の
食
事
は
控
え
、

当
日
朝
か
ら
は
食
事
、

飲
料
水
、
お
茶
、
薬
、

タ
バ
コ
、
そ
の
他
、
口

か
ら
入
る
も
の
は
一
切

摂
ら
ず
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

胃
の
手
術
を

受
け
た
人
、
妊
娠
し
て

い
る
人
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。

大
腸
が
ん

月

日

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

市
役
所
北
庁
舎
１
階

第
10
会
議
室

20
歳
以
上
の
方

２
日
分
の
採
便

２
月
７
日

４
０
０
円

事
前
に
容
器
を
郵
送

し
ま
す
。

時
間
は
厳
守
し
て
く

だ
さ
い
。

遅
れ
た
場
合
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

日時
間

場
所

対
象

内
容

受
付

費
用

注
意 が

ん
の
集
団
検
診
【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

上
野
支
所
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係
　

22
・
９
６
５
３

前
立
腺
が
ん

月

日

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

市
役
所
北
庁
舎
１
階

第
10
会
議
室

55
歳
以
上
の
方

血
液
採
取

２
月
７
日

６
０
０
円

Ｐ
Ｓ
Ａ
測
定
に
よ
る

前
立
腺
が
ん
検
診
は
直

腸
内
視
診
、
経
腸
的
超

音
波
断
層
法
に
比
べ
、

早
期
が
ん
に
対
す
る
検

出
度
が
高
く
、
客
観
的

判
定
が
し
や
す
い
な
ど

の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

子
宮
が
ん

月

日

午
前
10
時
〜
11
時

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

市
役
所
北
庁
舎
１
階

第
10
会
議
室

20
歳
以
上
の
女
性

子
宮
頚
部
細
胞
の

採
取
と
視
診

２
月
８
日

１
１
０
０
円

な
る
べ
く
ス
カ
ー
ト

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

検
診
前
日
の
性
的
接

触
と
洗
浄
は
避
け
て
く

だ
さ
い
。

生
理
日
に
あ
た
っ
て

い
る
方
は
次
回
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

費
用
の
免
除

老
人
医
療
受
給
者
証
・
健
康
保
険
高
齢
者
受
給
者
証
・
生
活
保
護
被
保
護
者
受
給
証
明
書
を
提
示
さ
れ
た
方
は
無
料
で
す
。

必
ず
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん

月

日

午
前
10
時
〜
11
時

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

市
役
所
北
庁
舎
１
階

第
10
会
議
室

30
歳
以
上
の
女
性

触
診
と
乳
房
Ｘ
線
検
査

２
月
８
日

１
４
０
０
円

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

は
、
乳
房
の
上
下
と
左

右
を
板
で
は
さ
む
た

め
、
多
少
の
痛
み
は
伴

い
ま
す
が
、
従
来
よ
り

が
ん
の
発
見
率
が
高

く
、
触
知
不
能
な
が
ん

を
発
見
す
る
た
め
に
は

最
も
感
度
の
高
い
方
法

で
す
。
妊
娠
の
疑
い
が

あ
る
方
、
妊
娠
中
の
方

は
こ
の
検
診
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

食
生
活
の
欧
米
化
に
よ
り
、
乳

が
ん
に
か
か
る
人
が
年
々
増
加

し
、
乳
が
ん
の
罹
患
率
は
、
女
性

で
は
胃
が
ん
を
抜
い
て
第
１
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
日
本

女
性
の
30
人
に
１
人
が
乳
が
ん
に

か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
も
40
歳
代
を
ピ
ー
ク
と
す
る
若

い
年
代
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
年
齢
調
整
死
亡
率
も
高

く
、
乳
が
ん
で
亡
く
な
る
方
も

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
30

〜
64
歳
の
女
性
の
が
ん
死
亡
原
因

で
は
、
乳
が
ん
が
ト
ッ
プ
と
な
っ

て
お
り
、
比
較
的
若
い
時
期
の
死

亡
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
は
早
期
に
発
見
し
、
治

療
す
れ
ば
約
90
％
の
方
が
治
り
ま

す
。
し
こ
り
を
作
る
前
の
早
期
の

う
ち
に
発
見
す
れ
ば
、
乳
が
ん
は

怖
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

こ
り
を
作
る
前
に
発
見
す
る
に

は
、
私
た
ち
女
性
に
は
「
勇
気
を

ふ
る
っ
て
検
査
を
受
け
る
」
と
い

う
少
し
の
努
力
が
必
要
で
す
。
検

査
は
難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
少
し
の
勇
気
を
ふ
る
っ

て
、
自
己
触
診
や
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
な
ど
に
よ
る
定
期
検
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
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平
成
17
年
４
月
・
５
月
採
用
の

伊
賀
市
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

【
職
種
・
資
格
・
採
用
予
定
数
等
】

左
表
の
と
お
り

受
験
資
格
】

◆
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

地
方
公
務
員
法
第
16
条（
欠
格

条
項
）
に
該
当
す
る
人

ア
成
年
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

イ
禁
固
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
人

ウ
旧
上
野
市
・
旧
伊
賀
町
・
旧
島

ヶ
原
村
・
旧
阿
山
町
・
旧
大
山

田
村
ま
た
は
旧
青
山
町
の
職
員

と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受

け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年

を
経
過
し
な
い
人
な
ど

永
住
者
ま
た
は
特
別
永
住
者
の

在
留
資
格
を
有
し
な
い
外
国
籍

の
人
。
な
お
、
外
国
籍
の
人
は

採
用
後
、
公
権
力
の
行
使
ま
た

は
公
の
意
思
形
成
へ
の
参
画
に

た
ず
さ
わ
る
職
に
つ
け
ま
せ
ん
。

【
試
験
・
日
時
・
会
場
】

試
験
　
作
文
及
び
面
接

日
時
　
３
月
６
日

午
前
９
時
〜

会
場
　
上
野
総
合
市
民
病
院

【
受
付
期
間
】

２
月
１
日

〜
25
日

1人

薬剤師免許を取得
または平成17年
4月末までに取得
見込みの人

昭和53年4月

2日以降に生

まれた人

職　種
学歴・資格・
免許等の要件

年　齢 募集人数

薬　剤　師

職種・資格・採用予定人数等

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
の

間
に
所
定
の
申
込
用
紙
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
必
ず

書
留
郵
便
と
し
、
２
月
23
日

ま

で
の
消
印
が
あ
る
も
の
を
有
効
と

し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

１
採
用
予
定
日
は
平
成
17
年
４
月

１
日
ま
た
は
平
成
17
年
５
月
１

日
で
す
。

２
給
与
及
び
勤
務
条
件
は
伊
賀
市

の
条
例
及
び
規
則
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
５
１
８
・
８
５
０
１

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地

伊
賀
市
総
務
部
職
員
課

22
・
９
６
０
５

〒
５
１
８
・
０
８
２
３

伊
賀
市
四
十
九
町
８
３
１
番
地

伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院

庶
務
課
　
　
　

24
・
１
１
１
１

※
申
込
用
紙
は
、

伊
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.city
.ig
a.lg
.jp
/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

平成16年12月に、伊賀市は内閣府より意育教育特区として認定されました。
これにより、平成17年度に旧上津小学校を利用して、主に不登校、高校中退者
を対象とし、通信制及び多部定時制の2つのコースを持った

という新しい教育の概念を基に
した株式会社立の高等学校を設置します。ついては、地域の皆さんに親しまれ
る学校を目指して、下記のとおり「校名」を募集します。

【応募資格】
市内在住の方

【申込方法】
郵便、FAXまたはEメールに「応募校名」とその

命名理由、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番
号を記入の上、お申し込みください。
【応募締切】
平成17年2月28日（月）

【審査及び発表】
応募校名は審査の上、採用名を「広報いが市」

で発表します。なお、採用者と応募者の中から抽
選で10人の方に記念品を進呈します。

【応募・問い合わせ】
〒518－8501
伊賀市上野丸之内116番地　伊賀市教育委員会
22－9675 ：22－9691
Ｅ-ｍail：kyoui-soumu@city.iga.lg.jp

校舎の玄関部分

青山高原にある自然体験施設
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上
野
支
所
・
青
山
支
所
の
庁
舎

宿
直
業
務
嘱
託
員
及
び
日
直
業
務

の
臨
時
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

【
職
種
・
資
格
・
採
用
予
定
人
数
】

①
宿
直
業
務
嘱
託
員
（
非
常
勤
）

職
務
内
容

青
山
支
所
の
宿
直
業
務

資
格
・
採
用
予
定
人
数

上
表
の
と
お
り

嘱
託
期
間

平
成
17
年
４
月
１
日
〜

平
成
18
年
３
月
31
日

勤
務
時
間

午
後
５
時
〜

翌
日
の
午
前
８
時
30
分

勤
務
回
数
（
１
人
当
た
り
）

月
10
〜
11
日
程
度

嘱
託
員
報
酬

日
額
　
１
０
５
０
０
円

②
日
直
業
務
臨
時
職
員

職
務
内
容

上
野
支
所
・
青
山
支
所
の
日
直

業
務資

格
・
採
用
予
定
人
数

上
表
の
と
お
り

雇
用
期
間

平
成
17
年
４
月
１
日
〜

平
成
18
年
３
月
31
日

勤
務
時
間

土
・
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年

始
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

勤
務
日
数
（
１
人
当
た
り
）

月
４
〜
５
日
程
度

臨
時
職
員
賃
金

日
額
　
６
５
０
０
円

【
受
付
期
間
】

２
月
７
日

〜
28
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

の
間
に
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を

貼
り
、
希
望
職
種
を
記
入
の
う
え

次
の
と
こ
ろ
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
５
１
８
・
８
５
０
１

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地

伊
賀
市
上
野
支
所
総
務
課

22
・
９
６
０
９

〒
５
１
８
・
０
２
９
２
　

伊
賀
市
阿
保
１
４
１
１
番
地

伊
賀
市
青
山
支
所
総
務
振
興
課

52
・
１
１
１
５

【
面
接
日
・
会
場
】

日
時
・
会
場
は
申
込
時
に
各
自

へ
通
知
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

給
与
及
び
勤
務
条
件
は
伊
賀
市

の
諸
規
程
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
ま
す
。

職　種

宿直業務嘱託員

日直業務臨時職員

資格等の要件

資格は問いま
せん

年　齢

昭和12年4月2日
以降に生まれた
人

勤務場所

青山支所

上野支所

青山支所

採用予定人数

3人

1人

2人

職種・資格・採用予定人数等

●統計調査員とは・・・　
統計法に基づく指定統計調査において、調査票

の配布・回収・点検などを行う人を「統計調査員」
といい、統計調査の仕事の中で最も重要な役割を
担っています。依頼する調査は、年に１～2回程度
で調査件数に応じて報酬をお支払いします。
●身分について
統計調査員は、調査実施の都度期間を定めて任

命される非常勤の公務員です。
●待遇について
統計調査員には、労働の対価として報酬が支払

われます。また、調査活動中に災害にあった場合
は、公務災害補償が適用されます。

●登録資格について
①秘密保持に信頼がおけるなど、統計調査員とし
てふさわしい方
②平成17年１月１日現在、伊賀市に在住しており
20歳以上の方
③調査活動に従事でき、説明会・研修会に参加で
きる方
④選挙関係者、警察官及び税務事務に従事してい
ない方
【応募・問い合わせ】
随時受付しています。
上野支所総務課総務係 22－9610へお申し込み

ください。

伊賀市上野支所では、各種統計調査に継続して従事してくれる方（登録統計調査員）を募集します。



固定資産税（4期）
国民健康保険税（11期）

市税等（10期・2月分）

固定資産税（4期）

固定資産税（4期）
国民健康保険税（10期）

国民健康保険税（11期）

INFORMATIONINFORMATION

Iga City Office
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冬
場
は
、
積
雪
や
凍
結
で
ス
リ

ッ
プ
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

朝
、
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
な

ど
の
霜
取
り
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
お
湯
を
入
れ
、
運
転
前
に
車
に

か
け
て
視
界
を
確
保
し
て
か
ら
出

発
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
降
雪
が
予
想
さ
れ
る
時

冬期の交通事故防止
【業務内容】

上野支所内公立保育所（9カ
所）の乳幼児身体計測等を定
期的に行います。
【勤務時間】

非常勤嘱託として週5日（30
時間）午前9時～午後4時
【対象者】

市内在住で年齢65歳位まで
の車を運転できる方
【募集人数】１人
【問い合わせ】
上野支所健康福祉課

児童福祉係
22－9655

に
は
早
め
に
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
や

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
活
用
し

事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
ダ
メ

飲
酒
運
転
は
、
人
命
に
か
か
わ

る
大
き
な
事
故
に
繋
が
り
ま
す
。

◇
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対
に
運

転
し
な
い
。

◇
お
酒
を
飲
む
席
に
は
、
車
を
運

転
し
て
行
か
な
い
。

◇
車
を
運
転
す
る
人
に
は
、
お
酒

を
す
す
め
な
い
。

【
飲
酒
運
転
に
よ
る
罰
則
等
】

◆
酒
酔
い
運
転

免
許
取
消
処
分

罰
金
50
万
円
以
下

◆
酒
気
帯
び
運
転

免
許
停
止
処
分

罰
金
30
万
円
以
下

上
野
警
察
署

21
・
０
１
１
０

名
張
警
察
署

62
・
０
１
１
０

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

２
月
１
日

〜
10
日

（
受
付
時
間
は
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
き
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

【
受
付
場
所
】

市
役
所
事
業
調
整
課

【
募
集
戸
数
】

（
上
野
）

緑
ヶ
丘
南
町
団
地
　
１
戸

三
田
団
地
　
　
　
　
２
戸

上
之
庄
団
地
　
　
　
１
戸

荒
木
団
地
　
　
　
　
３
戸

木
根
団
地
　
　
　
　
３
戸

（
青
山
）

宝
楽
山
第
３
団
地
　
１
戸

本
庁
事
業
調
整
課

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

（
島
ヶ
原
）

島
ヶ
原
団
地
　
　
　
２
戸

【
入
居
資
格
】

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が

あ
り
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
。

②
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚

約
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

④
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
所
得
基

準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
独
立
の
生
計
を
営
み
、
入
居
者

と
同
等
以
上
の
収
入
を
有
す
る

保
証
人
が
２
人
あ
る
こ
と
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

所
得
基
準
等
詳
し
く
は
、
市
役

所
事
業
調
整
課
建
築
住
宅
係
（

22
・
９
８
３
１
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

本
庁
福
祉
政
策
課

保
育
用
具
貸
与
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
関
係
団
体
・
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
、
同
和
問
題
の

解
決
を
目
指
す
意
識
と
自
覚
を
高

め
る
た
め
、
保
育
所
（
園
）
に
新

規
入
所
（
園
）
さ
れ
る
乳
幼
児
に

保
育
用
具
を
貸
与
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

し
ろ
な
み
保
育
所
、
依
那
古
第

二
保
育
所
、
中
瀬
城
東
保
育
園
、

柘
植
第
ニ
保
育
園
、
大
山
田
西
保

育
園
、
さ
く
ら
保
育
園
に
新
規
入

所
（
園
）
さ
れ
る
同
和
地
区
在
住

の
乳
幼
児
を
対
象
と
し
ま
す
が
、

審
査
の
う
え
決
定
と
な
り
ま
す
。

【
受
付
・
問
い
合
わ
せ
】

右
の
各
保
育
所
（
園
）
ま
た
は
、

福
祉
政
策
課（

22
・
９
６
５
４
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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伊
賀
市
と
上
野
商
工
会
議
所
で

は
、
地
元
就
職
の
促
進
を
図
る
た

め
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｕ
・
Ｊ
・

Ｉ
タ
ー
ン
を
含
む
求
人
説
明
会
）

を
開
催
し
ま
す
。

【
と
　
き
】

３
月
４
日

午
後
１
時
〜
４
時

【
と
こ
ろ
】

上
野
商
工
会
議
所

３
階
　
大
ホ
ー
ル

【
内
　
容
】

▼
求
人
企
業

市
内
企
業
お
よ
び
周
辺
企
業

▼
求
職
者

来
春
卒
業
予
定
の
大
学
生
・
短

大
生
・
専
門
学
校
生
と
地
元
出
身

合
同
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

本
庁
商
工
観
光
政
策
課

上
野
公
共
職
業
安
定
所
な
ど
の

主
催
に
よ
る
「
伊
賀
地
域
就
職
面

接
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
と
　
き
】

２
月
21
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

名
張
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

１
階
　
ア
ス
ピ
ア

【
対
象
者
】

一
般
求
職
者

新
規
学
校
卒
業
予
定
者

【
問
い
合
わ
せ
】

上
野
公
共
職
業
安
定
所

21
・
３
２
２
１

伊
賀
地
域
就
職
面
接
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

本
庁
商
工
観
光
政
策
課

三
重
県
主
催
に
よ
る
就
職
セ
ミ

ナ
ー
が
伊
賀
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
と
　
き
】

２
月
22
日

23
日

午
前
９
時
30
分
〜午

後
４
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

上
野
商
工
会
議
所

【
内
　
容
】

自
己
理
解
、
職
業
興
味
検
査
、

わ
か
も
の
就
職
道
場

受
講
者
募
集

本
庁
商
工
観
光
政
策
課

応
募
書
類
対
策
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
、
模
擬
面
接
演
習
、
個
別
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ

【
対
象
者
】

概
ね
30
歳
未
満
で
求
職
中
の
方

【
受
講
料
】
無
料

【
募
集
定
員
】
20
人

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
名

古
屋
駅
前
支
社
内
三
重
県
就
職
道

場
事
務
局

の
若
者
等

【
問
い
合
わ
せ
】

上
野
商
工
会
議
所21

・
０
５
２
７

高
齢
者
向
け

優
良
賃
貸
住
宅

第
２
次
入
居
者
募
集

本
庁
事
業
調
整
課

高
齢
者
向
け
の
優
良
賃
貸
住
宅

制
度
を
利
用
し
た
民
間
の
賃
貸
住

宅
で
す
。
室
内
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
さ
れ
、
緊
急
通
報
装
置
な
ど
高

齢
者
向
け
の
設
備
が
完
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
２
月
10
日

ま
で

【
住
宅
所
在
地
】

伊
賀
市
上
野
恵
美
須
町

【
募
集
戸
数
】
７
戸

【
入
居
資
格
】

①
60
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
入
居
者
が
単
身
で
あ
る
か
、
同

居
者
が
配
偶
者
若
し
く
は
60
歳

以
上
の
親
族

③
入
居
時
に
お
い
て
自
立
し
た
日

常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

健
康
状
態
に
あ
る
こ
と
。

④
独
立
の
生
計
を
営
み
、
入
居
者

と
同
等
以
上
の
収
入
を
有
す
る

保
証
人
が
２
人
あ
る
こ
と
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

エ
ル
ピ
ス
ハ
ウ
ス
伊
賀

24
・
５
０
６
８

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

主催：伊賀日本語の会
【と　き】2月19日 ・26日 午後7時～8時30分
【ところ】上野ふれあいプラザ3階　中会議室　
【対　象】日本語ボランティアを始めてみたいと思っている方。

地域の日本語学習支援活動に興味のある方、活動をされている方
で、もう一度勉強したい方等。

【参加費用】１講座　500円（当日徴収します）
【受講定員】各講座25人程度
【募集期間】2月14日 まで
【講　師】 船見和秀さん、溝口アチャナさん
【講座内容】 日本語の教え方を学ぼう―その１―

ボランティア活動とは 異文化接触と理解 国語教育と日本語
教育の違い 授業の組み立て方（簡単なデモンストレーション）

日本語の教え方学ぼう―その2―
伊賀地域の外国人の状況と生活 地域日本語教育の必要性
学校教育の中の日本語 学習者になってみよう！タイ語での授　
業体験

【申し込み・問い合わせ】上野市国際交流協会　 22-9629
上野支所地域振興課　 22-9923

次の業務はすべての支所で取り扱っ
ています。どうぞ、ご利用ください。

住民票・戸籍謄本・印鑑登
録証明書など各種証明書の
交付
出生届・死亡届・婚姻届な
どの戸籍に関する届出
転入・転居・転出など住所
に関する届出
外国人登録に関する届出
印鑑登録に関する届出

【問い合わせ】
各支所生活環境課戸籍住民係



市教育委員会と上野地区青少年育成市民総ぐるみ
運動推進会議では、明るい家庭づくり運動を推進す
るため、ビバ･サタデーを開催します。

【と　き】
3月12日（土）
午後1時30分～
受付開始
午後2時～開演
（午後4時まで）

【ところ】
ふるさと会館いが
（伊賀市役所伊賀支所前）

【内　容】
ピアノ・ヴァイオリン・チェロの生演奏でおくる音楽影絵劇
影絵劇団『かしの樹』による“ピーター・パン”

【申し込み】
先着順で650人に整理券を配付します。参加無料で、
整理券は1人4枚まで。下記の問い合わせ先まで直接
申し込みに来ていただくか、郵便にて返信用封筒を
同封（返信用80円切手貼付、返信先住所、電話番号、
参加希望者氏名・年齢、必要枚数記入）の上、お申
込みください。定員になり次第締め切ります。
【問い合わせ】
〒518－8501
伊賀市上野丸之内116番地
伊賀市教育委員会　上野分室　 22‐9680
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〒
５
１
８
・
８
５
０
１
　

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地

伊
賀
市
教
育
委
員
会
上
野
分
室

22
・
９
６
８
０

22
・
９
６
９
２

E
-m
ail
:ukyoui@

city.iga.lg.jp
教
育
委
員
会
上
野
分
室

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
者
募
集

さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
層
の
方
が
、

気
軽
に
楽
し
め
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
と

き
】

３
月
６
日

午
前
８
時
30
分
〜
受
付

午
前
９
時
〜
開
会
式

【
と
こ
ろ
】

県
立
ゆ
め
ド
ー
ム
う
え
の

【
対
　
象
】

市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学

の
方
（
４
人
・
１
チ
ー
ム
）

【
部
　
門
】

小
学
生
高
学
年
の
部

小
学
生
低
学
年
の
部

女
子
の
部

男
女
混
合
の
部

【
参
加
費
】

１
チ
ー
ム
　
２
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
）

【
服
　
装
】

運
動
の
で
き
る
服
装
・
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ

【
申
し
込
み
】

２
月
18
日

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
、
大
会
名
・
代
表
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
及
び
メ
ン

バ
ー
全
員
の
氏
名
を
記
入
の
上
、

下
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

本
庁
厚
生
保
護
課

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を

開
催
し
ま
す

伊
賀
市
更
生
保
護
女
性
の
会
上

野
支
部
が
、
日
用
雑
貨
ほ
か
多
品

目
を
販
売
し
ま
す
。

島
ヶ
原
支
所
生
活
環
境
課

三
重
県
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て
三

重
県
交
通
災
害
共
済
に
加
入
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

【
掛
け
金
】
一
人
　
２
５
０
円

【
共
済
期
間
】

平
成
17
年
４
月
１
日
〜

９
月
30
日

※
平
成
17
年
10
月
か
ら
伊
賀
市
で

共
済
期
間
を
統
一
す
る
た
め
、
右

記
の
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
給
付
額
】

最
高
１
２
０
万
円

【
給
付
要
件
】

一
般
道
路
で
の
交
通
事
故
に
よ

り
７
日
以
上
通
院
ま
た
は
入
院
さ

れ
た
時
に
、
申
請
に
よ
り
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

島
ヶ
原
支
所
生
活
環
境
課

59
・
２
１
０
９

伊
賀
市
で
は
、
こ
の
度
、
合
併

の
経
緯
に
つ
い
て
ま
と
め
た
「
上

野
市
・
伊
賀
町
・
島
ヶ
原
村
・
阿

山
町
・
大
山
田
村
・
青
山
町
　
合

併
の
記
録
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

お
渡
し
で
き
る
部
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

無
料
で
配
布
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
無
く
な
り
次
第
終
了
さ

せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
配
布
開
始
日
】

２
月
７
日

〜

【
配
布
場
所
】

各
支
所
地
域
振
興
課
（
室
）

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
調
整
課
政
策
調
整
係

22
・
９
６
２
０

本
庁
企
画
調
整
課

市
町
村
合
併
の
記
録
誌
を

配
布
し
ま
す

【
と
　
き
】

２
月
13
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

（
商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

【
と
こ
ろ
】

上
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

３
階
　
中
会
議
室

（
上
野
中
町
）

【
問
い
合
わ
せ
】

伊
賀
市
更
生
保
護
女
性
の
会

上
野
支
部
事
務
局
（
関
）

21
・
９
４
６
７
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英
語
圏
の
国
々

紹
介
シ
リ
ー
ズ

参
加
者
募
集

本
庁
文
化
国
際
課

【
と
　
き
】

２
月
23
日

、

３
月
２
日

、
９
日

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

【
内
　
容
】

英
国
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ

の
習
慣
、
方
言
、
英
語
の
相
違
な

ど
に
つ
い
て
、
英
語
を
交
え
な
が

ら
説
明
し
ま
す
。

【
定
　
員
】
35
人
（
高
校
生
以
上
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
主

催
者
で
、
抽
選
し
後
日
連
絡
し
ま

す
。

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

２
月
18
日

ま
で
に
、
電
話
で

文
化
国
際
課（

22
・
９
６
２
４
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

伊
賀
南
部
消
防
組
合

上
級
救
命
講
習
会

受
講
者
募
集

伊
賀
南
部
消
防
組
合
で
は
、
上

級
救
命
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

【
内
　
容
】

心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
等

【
と
　
き
】

３
月
19
日

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

教
育
講
演
会
を開

催
し
ま
す

上
野
教
育
研
究
会
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
抱
え
る
課
題
、
悩
み
、

思
い
を
受
け
止
め
、
課
題
解
決
に

向
け
て
今
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
を
考
え
る
た
め
講
演
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
と
　
き
】

２
月
21
日

午
後
３
時
〜
５
時

【
と
こ
ろ
】

伊
賀
市
文
化
会
館

さ
ま
ざ
ま
ホ
ー
ル

【
講
　
師
】
魚
住
絹
代
さ
ん

（
寝
屋
川
市
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
）

【
演
　
題
】

子
ど
も
た
ち
か
ら
教
え
て
も
ら

っ
た
こ
と

―
少
年
院
と
学
校
か
ら
―

【
参
加
費
】

無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

学
校
教
育
課

22
・
９
６
７
６

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

【
と
こ
ろ
】

名
張
市
勤
労
者
福
祉
会
館

（
名
張
市
夏
見
）

【
資
　
格
】

伊
賀
南
部
消
防
組
合
管
内
（
青

山
支
所
管
内
）
に
在
住
の
15
歳
以

上
の
方

【
受
講
料
】
無
料

【
募
集
人
数
】
30
人

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

【
申
込
期
間
】

２
月
７

〜
28

【
問
い
合
わ
せ
】

伊
賀
南
部
消
防
組
合

青
山
消
防
署

52
・
１
１
５
１

市教育委員会と上野地区青少年育成市民総ぐ
るみ運動推進会議では、心豊かで思いやりのあ
る青少年の育成を図り、青少年健全育成を市民
総ぐるみで推進していくため、下記のとおり講
演会を開催します。

【と　き】 3月21日（月・祝）
午後1時30分～受付開始
午後2時～講演開始（午後4時まで）

【ところ】 伊賀市文化会館 さまざまホール

【講　師】“夜回り先生”こと

水谷　修 さん　

【プロフィール】
横浜市内の高校で社会科の教師をしながら、

生活指導を担当、生徒の非行や薬物汚染問題に
かかわる。また、若者たちから“夜回り先生”
と呼ばれ、深夜の繁華街のパトロールを通して、
多くの若者たちとふれあい、彼らの非行防止と
更生に取り組んでいる。

【演　題】

『優しさを配ろう』
～生きる力 取り戻させたい～

【申し込み】
先着順で1,200人に整理券を配付します。参

加無料で、整理券は1人2枚まで。下記の問い合
わせ先まで直接申し込みに来ていただくか、郵
便にて返信用封筒を同封（返信用80円切手貼付、
返信先住所、電話番号、参加希望者氏名・年齢、
必要枚数記入）の上、お申込みください。定員
になり次第締め切ります。
【問い合わせ】
〒518－8501
伊賀市上野丸之内116番地
伊賀市教育委員会　上野分室　 22‐9680



検診・相談名

乳幼児検診

乳幼児発達検診
股関節脱臼検診

1歳6カ月健診

3歳児健診
（3歳6カ月）

赤ちゃん相談

赤ちゃん・子ど
もなんでも相談
赤ちゃん相談・
栄養相談

乳幼児相談

赤ちゃん相談・
こども相談

離乳食教室

なかよし広場

対　象　・　内　容　
生後４カ月、10カ月、１歳、１歳６カ月、２歳児。
※生後4カ月、10カ月児は、なるべく受診してください。

生後４カ月、10カ月、１歳６カ月児。

対象児には通知します。
※無料。母子手帳をご持参ください。

対象児には通知します。
※無料。母子手帳をご持参ください。

対象児には通知します。
※無料。母子手帳をご持参ください。

対象児には通知します。
※無料。母子手帳と健診票をご持参ください。

対象児には通知します。
※無料。母子手帳をご持参ください。

対象児には通知します。
※無料。母子手帳をご持参ください。

対象児には通知します。
※無料。母子手帳をご持参ください。

対象児には通知します。
※無料。母子手帳をご持参ください。

乳幼児の計測と相談。
※無料。母子手帳をご持参ください。

乳幼児の計測と相談。
※無料。母子手帳をご持参ください。

乳幼児の計測と相談。
※無料。母子手帳をご持参ください。

乳幼児の計測と相談。母子手帳をご持参ください。
※無料。3日 は7カ月まで、10日 は8カ月から。
乳幼児の計測と相談。
※無料。母子手帳をご持参ください。

離乳食の話と試食。
3月は後期・完了期 ※無料。

※無料の遊びの広場です。随時、保健師が相談
に応じます。

と　こ　ろ
市立上野総合市

民病院小児科

市立上野総合市

民病院整形外科

阿山医師会館

大山田保健セン

ター

阿山保健福祉セ

ンター

青山保健センタ

ー

いがまち保健福

センター

阿山医師会館

阿山保健福祉セ

ンター

いがまち保健福

祉センター

いがまち保健福

祉センター

大山田保健セン

ター

青山保健センタ

ー

上野ふれあいプ

ラザ2階

阿山保健福祉セ

ンター

上野ふれあいプ

ラザ2階

上野ふれあいプ

ラザ2階

と　　き
2月22日（火）、3月1日（火）、8日（火）、

15日（火）午後1時30分～2時
3月1日（火）、15日（火）

午後1時～2時
2月15日（火)

午後1時30分～2時30分
2月23日（水）

午後1時30分～2時
2月24日（木）

午後1時30分～2時
3月8日（火）

午後1時～1時30分
3月10日（木）

午後1時30分～2時30分
2月17日（木)

午後1時30分～2時30分
2月22日（火）

午後1時30分～2時
3月8日（火）

午後1時30分～2時30分
2月22日（火）

午後1時30分～3時30分
2月23日（水）

午前9時30分～11時
3月1日（火)

午前10時～11時
3月3日（木）、10日（木）

午前9時30分～10時50分
3月14日（月）

午前10時～11時30分
3月10日（木)

午前11時10分～11時40分
2月25日（金）、3月11日（金）

午前10時～11時30分

赤ちゃんの検診とお母さんの相談（2/16～3/15）
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「平安・鎌倉・室町の歴史物語と通史書」展
上野図書館では、貴重資料庫から「平安・

鎌倉・室町の歴史物語と通史書」を２階展示
コーナーで展示しています。
【展示図書】
「四鏡」「吾妻鏡」「百練抄」など
「四鏡」には、平安後期から室町初期にかけ
ての歴史物語で「大鏡」「今鏡」「水鏡」「増鏡」
があります。「鏡」とは、中国の思想にある
「鑑」に通じ、歴史を映すものと考えられいま
す。今回展示する「大鏡」「水鏡」「増鏡」に
は、希少本である古活字版といわれるている
ものもあります。
【展示期間】3月30日 まで午前9時～午後５時
【休館日】 毎週月曜日と図書整理日

（2月1日 、3月1日 ）
【問い合わせ】上野図書館 21-6868

最 低 賃 金 名

紡 績 業
ガ ラ ス ･ 同 製 品 製 造 業
銑鉄鋳物･可鍛鋳鉄･鋳鉄管製造業
電 線 ･ ケ ー ブ ル 製 造 業
洋食器･刃物･手道具･金物類製造業
一 般 機 械 器 具 製 造 業
電 気 機 械 器 具 等 製 造 業
輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 等

最 低 賃 金 額
日額

5,907円

時間額
711円
736円
739円
756円
756円
762円
739円
777円

効 力 発 生 日

平成16年1月18日
平成16年12月15日
平成10年12月15日
平成16年12月15日
平成16年12月15日
平成15年12月15日
平成16年12月15日
平成16年12月15日

最 低 賃 金 名

三 重 県 最 低 賃 金

最 低 賃 金 額
時間額
668円

効 力 発 生 日

平成16年10月１日

■産業別最低賃金

■地域別最低賃金

【問い合わせ】三重労働局労働基準部賃金室 059-226-2108

職場を支えるあの人の最低賃金だいじょうぶ？三重県最低賃金



その他各種相談

健康相談（無料）
2月22日（火）午前9時30分～11時 （壬生野福祉ふれあいセンター）
2月22日（火）午後1時30分～3時 （ライトピアおおやまだ）
2月25日（金）午前10時～10時40分（上野ふれあいプラザ2階）
3月 7日（月）午後1時30分～3時　（いがまち保健福祉センター）

医療機関名
岡波総合病院
上野総合市民病院
岡波総合病院
上野総合市民病院

月日
2月20日（日）
2月27日（日）
3月 6日（日）
3月13日（日）

電話番号
21-3135
24-1111
21-3135
24-1111

ふくじゅえん在宅
介護支援センター
在宅介護支援セン
ターおかなみ
在宅介護支援セン
ターなしのき
在宅介護支援セン
ター彩四季
在宅介護支援セン
ターいがのしろ
市民病院在宅介護
支援センター
在宅介護支援セン
ターふれあい
いがまち在宅介護
支援センター
島ヶ原在宅介護支
援センター
あやま在宅介護支
援センター
在宅介護支援セン
ターあやま
おおやまだ在宅介
護支援センター鶴寿園
在宅介護支援セン
ターあおやま
在宅介護支援セン
ターゆうあい

福寿園併設
（西山）
老健おかなみ併設
（上野桑町）
第二梨ノ木園併設
（朝屋）
彩四季併設
（市部）
さわやか園併設
（山出）
上野総合市民病院
併設（四十九町）
伊賀市社会福祉協
議会内（上野中町）
いがまち保健福祉
センター内（愛田）
老人福祉センター
清流内（島ヶ原）
ぬくもり園併設
（馬場）
阿山保健福祉セン
ター内（馬場）
鶴寿園併設
（真泥）
森の里併設
（腰山）
青山福祉センター
内（阿保）

24-7158

21-8000

22-0505

26-0011

22-0001

22-1119

21-1112

45-1013

59-3030

43-2300

43-1854

46-1021

54-1331

52-2999

介護・福祉サービス相談
相　談　名

サラ金・クレジ
ット問題相談

女性法律相談

家庭児童相談
女性相談
ふれあい相談
（教育相談）

交通事故相談

緑（園芸）の相談

心身障害者
職業相談

心身障害相談
および中途失明
者歩行訓練相談

社会保険事務
相談
こころの健康
相談
人権・心配・悩み
相談
高齢者の就業
相談（シルバー人材センター）

職業相談
（ハローワーク上野）

と　　き
2月24日（木）（予約制） 22-9638
午後1時～4時（上野支所生活環境課）
3月3日（木）（予約制） 22-9632
午後1時～4時（本庁男女共同参画課）
月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後5時
火～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時
2月17日（木）

午後1時～3時
2月28日（月）、3月14日（月）

午後1時～4時
2月17日（木）

午後1時30分～4時

3月2日（水）

午後1時～4時

2月18日（金）、3月2日（水）

午前10時15分～午後2時45分
2月24日（木）

午後2時～4時
毎週水曜日

午前9時30分～午後4時30分
2月17日（木）（予約制） 24-5800
午後1時30分～3時
毎週金曜日（祝日の時、前日）
午後1時30分～3時30分

と　　こ　　ろ
上野ふれあいプラザ

3階相談室

市役所本庁南庁舎
中2階 福祉政策課
上野ふれあいプラザ
青少年センター内

市役所本庁南庁舎
1階　第1会議室

市役所本庁南庁舎
玄関ロビー

かしの木ひろば
（上野寺町）

上野ふれあいプラザ
３階相談室

上野商工会議所

上野保健所（予約制）
24-8045

津地方法務局
上野支局 21-0804
伊賀市勤労者福祉会館
シルバー人材センター

八幡町教育集会所

まず、かかり付け医へ連絡してください。
連絡が取れない場合は、表の医療機関へ連絡してください。

相談名

法律相談
（弁護士）

行政相談
（行政相談員）

人権相談
（人権擁護

委員）

心配ごと
相談
（民生委員・

児童委員）

上野

3月10日（木）

午後1時～4時
上野ふれあいプ
ラザ3階相談室

毎週火曜日
（祝日の時、翌日）
午前9時～午後4時
上野ふれあいプ
ラザ3階相談室

伊賀

3月10日（木）
午後1時30分～4時
西柘植公民館

島ヶ原

3月15日（火）
午後1時30分～4時
島ヶ原老人福祉
センター

3月1日（火）
午後1時30分～4時
島ヶ原老人福祉
センター

阿山

3月4日（金）
午後1時30分～4時
阿山多目的集会
施設

2月25日（金）
3月11日（金）
午後2時～4時
阿山保健福祉セ
ンター

大山田

2月21日（月）
午後1時30分～4時
大山田農村環境改
善センター

3月10日（木）
午後1時30分～4時
大山田生活改善セ
ンター

青山

3月8日（火）
午前9時～正午
青山福祉センター

2月18日（金）
3月 8日（火）
午前9時～正午
青山福祉センター

法律・行政・人権・心配ごと相談

無料相談無料相談（2/16～3/15）

■小児科休日診療当番■
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伊
賀
市
の
美
術
工
芸
品

文
化
財
は
貴
重
な
国
民
的
財
産
で
あ
る
た
め
、
現

状
変
更
や
輸
出
に
つ
い
て
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
保
存
や
修
理
等
に
対
し
て
、
あ
る
一
定

の
条
件
の
も
と
で
、
国
な
ど
の
補
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

最
近
の
例
を
み
る
と
、
平
成
10
年
か
ら
11
年
に
か

け
て
、
長
田
の
西
蓮
寺
で
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
絵
画
を
火
災
や
盗
難
か
ら
守
る
た
め
の
施

設
を
建
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
仏
像
で
は
平
成
5
年

に
三
田
の
西
盛
寺
の
木
造
薬
師
如
来
坐
像
の
保
存
修

理
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
跡
・
典
籍
、

古
文
書
、
考
古
資
料
、
歴
史
資
料
な
ど
の
有
形
文
化

財
の
う
ち
、
建
造
物
以
外
の
も
の
は
ま
と
め
て
「
美

術
工
芸
品
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
以
下
、
国
指
定
の

美
術
工
芸
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
な
お
、
彫
刻
は
次
回

以
降
に
紹
介
し
ま
す
。）

この広報紙は古紙配合率100％の
再生紙を使用しています。

（平成16年12月31日現在）

50,097人
53,170人

伊賀市市民憲章

私たち市民は、次の6つの原則により自治を進め、“ひとが輝く
地域が輝く”伊賀市のまちづくりの実現を目指し、この憲章を
定めます。

1. まちづくりに関する情報をみんなで共有します。
1. まちづくりには、みんなが参加できるようにします。
1. まちづくりは、みんなでつくった計画に基づき実施します。
1. まちづくりは、まず自ら行い、さらに地域内で助け合って
進めます。

1. まちづくりは、互いに連携・協力しながら進めます。
1. まちづくりの実施を評価し、次の活動に活かします。

■
絹
本
著
色
藤
堂
高
虎
像

け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
と
う
ど
う
た
か
と
ら
ぞ
う

（
長
田
　
西
蓮
寺
）

近
世
津
藩
主
と
な
り
、
上
野
を
領
し
た
藤
堂
高
虎

の
老
齢
の
姿
を
描
い
た
絵
画
で
す
。
巻
き
上
げ
た
御み

簾す

と
幔
幕

ま
ん
ま
く

の
内
側
に
像
主
を
据
え
、
上
部
に
金
雲
を

描
く
形
式
で
す
。

■
絹
本
著
色
興
正
菩
薩
像

け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
こ
う
せ
い
ぼ
さ
つ
ぞ
う

（
富
永
　
新
大
仏
寺
）

興
正
菩
薩
は
、
鎌
倉
時
代
の
大
和
国
西
大
寺
の
高

僧
叡
尊
の
こ
と
で
す
。
軸
箱
に
は
「
興
正
菩
薩
影
像
、

明
兆
筆
、
西
大
寺
」
と
あ
り
、
も
と
は
西
大
寺
の
什

物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

■
板
彫
五
輪
塔

い
た
ぼ
り
ご
り
ん
と
う

（
富
永
　
新
大
仏
寺
）

杉
板
を
五
輪
塔
の
形
に
刳
り
ぬ
き
表
に
印
仏
1
0

3
6
体
を
一
面
に
彫
っ
て
い
ま
す
。
裏
面
に
梵
字
と

建
仁
3
（
1
2
0
3
）
年
の
銘
が
彫
刻
さ
れ
て
い
ま

す
。
鎌
倉
時
代
の
資
料
で
す
。

■
紙
本
墨
書
大
般
若
経

し
ほ
ん
ぼ
く
し
ょ
だ
い
は
ん
に
ゃ
き
ょ
う

（
種
生
　
常
楽
寺
）

奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
写
経
で
す
。

奈
良
時
代
の
山
岳
修
行
や
雷
神
・
風
神
及
び
伊
勢
大

神
信
仰
を
伝
え
る
史
料
で
す
。

■
更
科
紀
行
芭
蕉

さ
ら
し
な
き
こ
う
ば
し
ょ
う

自
筆
稿
本

じ
ひ
つ
こ
う
ぼ
ん

（
個
人
蔵
）

更
科
紀
行
は
貞
享
5
（
1
6
8
8
）
年
の
秋
「
笈

の
小
文
」
の
旅
の
帰
途
に
、
尾
張
か
ら
木
曽
路
を
経

て
信
州
更
科
の
姨
捨
山
に
赴
い
た
折
の
紀
行
文
で
、

松
尾
芭
蕉
の
自
筆
草
稿
本
で
す
。

絹
本
著
色
興
正
菩
薩
像
（
富
永
　
新
大
仏
寺
）

▼




